
「お湯が出ない！」
先週、自宅の給湯器が故障しました。

すぐに復旧ができないとのことで、１週間自宅でお湯が使えない生活を強いられました。

仕方がないので近所のスーパー銭湯に通いました。

せっかくお金を払ってお風呂に入るので、スーパー銭湯のあらゆる効能を享受したいという気持ちになり、長い時間温泉に浸かり、ジャグ
ジーと足つぼ湯で入念にマッサージをしました。

結果としていつもより健康な状態になれました。

 

 

弁護士　鴨田譲
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遙かなるクリスマス
日弁連の貧困問題対策本部合宿に参加するため、福井へ向かう列車。外
は雪が舞っている。今年もあと１０日でクリスマス。世の中が浮かれ立
ち、同時に、孤独や生きづらさが深まるとき。

精霊流し、無縁坂、案山子…、長年のさだまさしファンだけれど、心から敬愛するようになったのは、この歌を聞いてからだと思う。ＮＨ
Ｋの紅白という場で、この歌を叫ぶさだまさしの姿に、本当に感動した。胸が震え涙が溢れた。優しさとは強さであり怒りであり勇気であ
ると思った。

「メリークリスマス…僕には何も関係ないことだと  言い聞かせながら無言でひたすらに歩いた…僕達のための平和と　世の中の平和とが
少しずつずれ始めている…僕はぬくぬくと君への　愛だけで本当は十分なんだけど…本当は気づいている今この時も　誰かがどこかで静か
に命を奪われている…人々はもう気づいている　裸の王様に大人達は本当が言えない…もっとも僕らはやがて自分の子どもを　戦場に送る
契約をしたのだから同じこと…子どもの瞳は大人の胸の底を　探りながらじわりじわりと壊れていく…僕は胸に抱えた小さな　君への贈り
物について深く深く考えている…僕は君の子どもを戦場へ送るために　この贈り物を抱えているのだろうか…本当に君を愛している　永遠
に君が幸せであれと叫ぶ…本当に本当に君を愛している　永遠に永遠に君が幸せであれと叫ぶ…メリークリスマス」（歌詞抜粋）

２０１４年１２月１４日の今日は衆議院選挙であり、今晩にはわかるであろう選挙の結果を想像すると、本当に空恐ろしくなるが、この歌
を胸に、叫び続けてやろう。私たちは、子どもを戦場に送るために、この贈り物を抱えているのではない。

弁護士　猪　　股　　　正

 

和らぎ
先週、金沢へ１泊旅行に行きました。
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３０年以上も昔、弁護士に成り立ての頃に医療労働組合運動を一緒にやったお医者さんたちと今でも時々やる同窓会的な旅行です。
夕方に金沢に着いて、昔の茶屋作り風の落ち着いた小料理屋で、酌み交わす地元日本酒のおいしさを十分に味わいました。

 

酒でのどが乾いたので「お水を」と言ったら、店の人が「和(やわ)らぎですね」というのです。
「和らぎって？」て聞いたら、「日本酒を召し上がるときに飲むお水のことです」との答え。

酒の強さを和らげ、口直しをしてなおおいしく飲む、ということだそうで、実は今まで私はそんな洒落た言い方を全く知らなかったのです。

翌日訪れた冬囲いもすっかり整った「兼六園」の風情を楽しみ、併せてちょっと豊かな気分にさせてくれた言葉です。

 

弁護士　梶山　敏雄
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弁護士会議合宿in四万温泉
 
 
  私たちの事務所では、毎年この時期に弁護士全員で温泉に行きます。事務所の会計年度の終わりの時期を迎え、１年間を振り返り、来
年を展望するためです。ですので、テーマは主として事務所経営についてです。

  経営の議論は、我が事務所でも決して簡単ではありません。ともすれば絆にほころびを生む原因にならないとも限りません。ですがそ
こを直視しないと良いものも悪くなってしまいます。それを温泉につかり、おいしい料理を楽しみながら、語ることしているのです。そこ
そこ高級な旅館に泊まります。私が事務所に入った３０年前には既に行われていましたから、結構、伝統の行事です。

 
  経営についての議論は、事務所に蓄積されている豊富な資料を見ながらたっぷり時間をかけて行われます。
とてもご紹介できないような厳しい意見も飛び交います。

  ですが、温泉場の環境のおかげか、どこかで皆の認識を共通にさせて、一致して来年に歩を進めようという空気が充満してきます。打
撃的な表現は御法度です。厳しい内容を配慮深い表現で語ることによって人々の理解を呼ぶ、そんな得がたい訓練が行われているかのよう
です。

  今年は、紅葉まっさかりの群馬県四万温泉へ。四万グランドホテルに宿泊しました。大きなホテルですが、情緒ある温泉旅館で有名な
「四万たむら」の兄弟とのことで、ゆっくりできるホテルでした。２次会ででかけたホテル隣の小さな居酒屋さんは、地元の人も訪れる良
店のようです。自慢のとんかつ（なぜとんかつ？）は、確かに個性的でおいしいお味でした。
 
 
  今年もたくさん語りました。いつも終わった後には清涼感に満たされます。今年もそうでした。

  夜を通しての語らいは、主として事務所のメンタルにとても大きな影響を与えます。「苦楽を共にしている仲間」という気持ちが生ま
れているのでしょうね。ちょっとした贅沢なのですが、この集まりも事務所の発展に大きく貢献しているのです。

 

 
弁護士　牧野　丘
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結婚式
私事で恐縮ですが、１１月２日結婚式しました！

入籍は既に済ませていましたが、ロマンチストな旦那さんが記念日に式を挙げたいということで、この日に執り行うことに。

準備は想像以上に大変で、あわや離婚の危機！？といったような喧嘩も何度かありましたが、
綺麗なドレスを着て、素敵なお花に囲まれて、大好きな家族や大事な友人に祝福され、
『綺麗だね』という滅多に聞くことの出来ないお褒めの言葉を一生分頂いて、
本当に幸せで夢のような１日になりました。

こんなことならもう１回位やっても良いかなーなんて思ってしまいます。
（…もちろん同じ旦那さんとデス。）
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気分もリフレッシュできたので、今まで以上にパワーアップして行きます！！
今後とも、皆様よろしくお願いいたします。

 

 

 

弁護士　南木　ゆう
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市町村向け多重債務相談研修
昨日、関東財務局主催で、「市町村向け多重債務相談研修」が開催され、２時間、多重債務相談に関する講義を担当させていただきました。
関東近県の市町村で相談窓口を担当されている方々などが多数参加され、午前中から夕方まで、個人信用情報、メンタルヘルス、生活困窮
者自立支援制度、家計相談支援等について、熱心に研修を受けられていました。
私は、多重債務問題の状況、多重債務の解決方法、解決までの実際の流れ・費用の問題、相談の際の留意点について、具体的な事例にふれ
ながら、お話させていただきました。
講義の終盤、たくさんの方から質問をいただいたのが、嬉しかったです。ご質問の内容等から、みなさんが窓口で誠実に対応されていると
いうことがよくわかりました。
最後まで熱心に聞いていただいたことに感謝します。

弁護士　猪　股　　正
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埼玉弁護士会と仁川弁護士会
 

埼玉弁護士会と韓国の仁川（インチョン）弁護士会は友好関係にあります。

１１月８日から１０日まで、仁川弁護士会から２３人の弁護士のみなさんが日本に来られました。

韓国の弁護士さんたちは英語も堪能で、日本語しか話せない私は、コミュニケーションが取れれば、多くの日本国民は韓国のみなさんと仲
良くしたいと考えていることを伝えられるのにと残念でなりませんでした。

そこで、コミュニケーションの困難さを補うために、お酒を酌み交わして、友好を図りました。
楽しい時間でした。

来年は韓国に行き、仁川弁護士会の先生たちと一緒に「バクダン※」を飲みたいと思います。

 

弁護士　伊須　慎一郎
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※バクダンとは？・・・「爆弾酒」と言われ、ビールをベースにした韓国で広まっているカクテル。韓国では宴席で一気飲みさせる習慣が
あるそうです。

 

訪中のご報告
私は、旧日本軍遺棄毒ガス被害救済弁護団に所属していますが、私を含む弁護団員５名は、その関係で先週の金曜日（10/24）から本日
（10/29）まで、全日本民医連の医師団の方々（医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等々）とともに、中国黒竜江省
のハルピン市とチチハル市へ行っていました。

 

医師団の目的は、被害者の方々を対象にした集団検診（６回目）を行うことです。

弁護団の主目的は、毒ガス問題についてのシンポジウムを開催し、その後、中国人権発展基金会との間で被害者支援のための基金の設立合
意を結ぶことでした。

多少の混乱はあったものの、両者とも無事に目的を達成することができました。

 

人手不足もあり、医師団の検診作業を手伝い、他方で、弁護団として聴取り調査を行い、被害者の方々からお話を伺ったのですが、そこで
皆が口を揃えて言うのは、生活の困窮と先の見えない将来への不安でした。

 

何の罪もない人が何故このような被害に遭い、こんなにも苦しまなければならないのだろうか、と改めて戦争という行為、旧日本軍の遺棄
行為の卑劣さに強い憤りを覚えるとともに、自分１人ではこの人たちを救うことが出来ないという無力感にうちひしがれました。

 

被害者支援制度の確立に向けて、できることを一つずつ着実にしていきたいと思います。
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〈遺棄毒ガス問題とは〉

毒ガス兵器は、１９０７年のハーグ陸戦条約において、その残虐性・非人道性から、戦争での使用が禁止されていました。その毒ガス兵器
を旧日本軍は、敗戦の際、中国国内で地下や水中に大量に遺棄しています。その量は、中国側推定で２００万発、日本側推定でも７０万発
です。

その毒ガス兵器を偶然に掘り起こし、引き上げて、毒ガスを浴びてしまった方々が、現在、大きな健康被害に苦しんでいます。毒ガスが奪
うものは、被害者の健康だけではありません。その財産や人とのつながりをじわりじわりと蝕んでいきます。

人生をめちゃくちゃにされた被害者の方の一部は、日本国に対して、賠償を求める裁判を起こしていますが、日本国は、事故発生の予見す
ることができなかったなどと主張し、責任を否定しています（なお、旧日本軍が毒ガス兵器を遺棄したこと自体は裁判では認められていま
す）。

しかし、建設ラッシュの中国国内で、毒ガス被害者は、今後もさらに増えることが予想される中、果たして、日本は、被害者に対し、本当
に何もしなくてよいのでしょうか？

「そんな昔の奴がやったことなんか、俺には関係ないよ」というのは簡単です。しかし、この問題は、決して、昔の過ぎ去った問題ではな
く、今現在の問題です。

国民一人ひとりが考えなければならない問題だと、私は思います。

 

 

 

弁護士　黒澤　瑞希

 

 

 

関連記事
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旅行に行きたい
先日、所用で下関に行きました。
ふぐの刺身はおいしく、海もきれいでした。

しかし、旅の余韻に浸る暇もなく、急用があったので青森に向かいました。

毎日ゆっくりとはしていられませんが、たまには旅に出たいです(新婚旅行もまだ行けていません！！)。

 

 

弁護士　德永　美之理

 

 

 

社長さんたちとラジオに出ました
先日、中小企業経営者向けのインターネットラジオに出演しました。
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 ㈱メガネマーケットの久賀社長、㈱アンテンドゥの井戸社長、プルデンシャル生命保険㈱の長田氏と共に、隣接異業種や業務の新規性といったことをキー
ワードに、それぞれの業界での取組について話をしたのですが、メガネは医療器具でもあるという切り口から新しい分野に進出する久賀社長、コンビニとの
競合を意識してパン屋としての独自性を追求する井戸社長、非常に意欲的な話を聞くことができて、大変刺激的でした。

そのような話を引き出す長田氏の司会もセンス抜群。

私の方からは、当事務所が準ワンストップサービスを展開していることをアピールさせていただきました。 
３０分弱の番組ですので、ぜひ皆さん、一度お聞きください。

 

→（出演の模様はこちらをクリックして下さい。）

 

もっとも、一番おもしろい業界秘話などは公にできないということでカットになっているのですが…（笑） 

安倍政権の政策は、上場している大企業の株価の推移には熱心ですが、日経平均株価とは直接関係しない中小企業からはいかに法人税を吸い取るかしか考え
ていないように見えます。

しかし、本当は、中小企業が元気でなければ日本経済も立ち行かないはずです。当事務所も、意欲的な中小企業に対する法的サービスの質をより高めていき
たいと思います！
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弁護士　佐渡島　啓　

 


